
                                                                                      

 Ｒ6年度 事業報告書 (自立訓練・生活訓練)  

 

1. 総括  

利用者の個々の状態を正確に把握し、個々に応じた質の高いサービスを提供するために、

アセスメントを行った。アドラー心理学やマインドフルネス、グッドヘルス講座、ライフス

キル講座、ストレッチやヨガなど幅広い講座を開催し、働くために必要な力をつけるための

支援を行った。また利用者が自立した生活を営むための調理や掃除等の訓練を行い、生活能

力の維持向上の必要な支援を提供した。  

年度当初 4 名の利用があったが、1 名は就労継続Ｂ型ウエルフェアにサービス変更をした。 

他２名は、自分にあった事業所へ移行した（1 名：宇都宮市Ｂ型、1 名：鹿沼市生活介護）  

7 月からは 1 名の在籍となったが体調やメンタルが整わず、安定した通所ができなかった。 

今後のニーズが見込めず年度末で廃止の決断をし、利用者には個別に説明し同意を得た。令

和 7 年度 4 月より就労継続 B 型ウェルフェアにサービス変更し、支援の継続を行う予定。  
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稼働日数  21 21 20 22 21 19 22 20 21 19 18  224 

延利用者

数  
40 33 19 10 5 3 0 4 9 5 8  136 

1 日平均  

利用者数  
1.9 1.5 1.0 0.5 0.2 0.2 0 0.2 0.4 0.3 0.4  0.6 

              

※主な欠席理由：体調不良・精神不安定・家事都合  

 

3. 担当職員  

サービス管理責任者 :宇賀神美菜子  

  生活支援員：大類法子  

 

4. 成果と課題  

（1）  生活支援  

【成果】  

・外部講師による学習会を開催することができた。自立のために必要な感情のコント

ロールの仕方や、食事と健康などについて学ぶことができた。  

・利用者さんの個々のニーズを確認し、ご家族や相談支援と連携しながら、個別の計

画を立てることができた。  

【課題】  

・個別のニーズをどこまで受け入れるのか？  

 

（2）  就労支援  

【成果】  

・個別にスケジュール管理を行い、清掃作業や調理補助作業を通してアセスメントが

おこなえた。  

・商店街での施設外実習などを通して、就労に必要なスキルのアセスメントがおこな

えた。  

【課題】  

・調理補助と清掃作業の時間が重なってしまい、清掃作業の確保ができないときがあ

った。  



 

（3）  職員会議・支援会議  

○職員会議  

・毎月1回開催  

・研修会を通して、職員のスキルアップを図った。  

 

○支援会議  

     ・月に1回開催  

     ・職員全体で情報を共有し、支援の統一を図った。  

 

（4）  研修  

・人権研修 (全職員) 

 


